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　使用期間でみると黒表紙教科書は，第 2 期が 10 年，



























































































80 × 3 は「80 の 3 個分」として意味づけられるが，
















例　3.9 × 7=27.3　0.39 × 7=2.73





　　345 × 0.5=　 876 × 0.36=　   7813 × 1.25=
　　5.23 × 0.8=　29.01 × 0.23=　147.3 × 1.4=
　　0.1 × 0.1=　  0.008 × 0.07=　2.5 × 1.6=
　　2.146 × 2.146=　0.00925 × 0.04=
（2）次の積を求めよ。
　　700 人× 0.5=　 925 石× 0.72=　536 里× 1.4=
　　5.16 貫× 0.8=　7.35 尺× 3.6=　 1.25 升× 5.3=





















　第 2 期教科書は，明治 40 年に義務教育年限の延
長に伴う改訂である。尋常小学校は 6 年，高等小学
校は 2 年となった。明治 43 年から義務教育の延長
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が実施された。教科書は以下のように変更された。
尋常小学算術書　児童用 4 巻（3 学年から 6 学年）
　　　　　　　　教師用 6 巻










　　　　　２３　　　 ２. ３　　　  ０. ２３
　　　　×　５　　×　　５　　×　　　５
　　　　１１５　　  １１. ５　　　 １. １５
　　　  　  ２３　　　  ２. ３　　　 ０. ２３
　　　  ×０. ５　　  ×０. ５　　 ×　０. ５
　　　  １１. ５　　  １１. ５　　 ０. １１５
　　　　　２３　　　　２. ３　　　０. ２３
　　  ×０. ０５　　×０. ０５　　×０. ０５
　　　  １. １５　　０. １１５　０. ０１１５
（1）次の掛算を行へ。
　345 × 0.5 　　876 × 0.36 　　830 × 0.123
　52.3 × 0.8　　29.3 × 0.75　　65.2 × 0.046
　9.07 × 0.9　　4.36 × 0.08　　3.48 × 0.005
　0.58 × 0.4　　0.02 × 0.07　　0.79 × 0.303
（2）次の乗法を為せ。
　183 × 1.8　　 900 × 2.11　　 270 × 1.111
　2.09 × 4.7　　25.3 × 4.08　　4.31 × 6.075
　0.15 × 3.3　　0.37 × 3.56　　0.18 × 8.245
（3）次の積を求めよ。
　700 円× 0.5　 　925 石× 0.04　 　34.2 丈× 0.006
　5.16 貫× 0.8　　25.4 匁× 0.73　　1.09 里× 0.415




　17.38 × 4 × 1.5 ÷ 6+2.62-20
　（973-46.5）× 1.2+（215+45）÷ 13
　（74.5+13.5）× 7.3 ÷ 11-3 × 1.5
（5）1 升 14 銭 5 厘なる白米 4 升の代金は何程なるか。














1/10，1/100 に な る と 結 果 も 1/10，1/100 に な
























れている。すなわち× 0.6，× 0.8 の意味は，元の











　　 ２４　   １５６　　    ３１８　  　　 　 ９２
　×０. ３　  ×０. ８　  ×０. ０６　  ×０. ００２
　　７. ２
　　  ３７１　 １３５０　　３６９０　　　　 　４
　×０. ２８  ×０. ７４  ×０. ０５１  ×０. ０２３
（7）
　　１. ５８　 ７３５. ２　 １０９. ３　　６０. ７




　　０. ４８　　　  ０. ６　　　　０. ２
　　×４. ９　  ×０. ８５　　×０. ３９
（8）次の掛算をなせ。
　70 × 0.5　  67.1 × 0.6　  49 × 0.09　  62 × 0.007
　26 × 0.4　  50.4 × 1.3　  23 × 0.78　  70 × 0.053
　34 × 3.6　  9.76 × 2.7　  7.5 × 0.32　  85 × 0.048
（9）次の掛算の答は分の位に止め，その下は四捨五
入せよ。
8.1 × 0.9　  6.3 × 1.4　  82 × 0.47　  85 × 0.025
（10）次の掛算の答は一の位に止め，小数部は四捨
五入せよ。




に例へば 0.3 を掛くとは其の数の 3/10 即ち其の数
を 10 等分したるものの 3 倍を求むること，0.28 を















　第 3 期改訂は大正 13 年にメートル法の実施によ
るものである。これまで扱っていた尺貫法とメート
ル法との換算などの度量衡に関する内容が大幅に削





　  ２４　  １５６　  ３２６　 １０７９
×０. ３　×０. ８　×０. ６　×　０. ５
　７. ２
　 ３７２　　  ６７４　　　  ９０５　　  ４２３６
×０. ０４　×０. ０９　×０. ００２　×０. ００７
　　  ２８　　 　 １３　　 　 １２４　　　 　 ４８
×０. ０３　×０. ０６　×０. ００８　×０. ００２
（12）
　  １７５　 　 ２４６　　 　 ３６９　　　　  ７２
×０. ２７　×０. ４１　×０. ０５３　×０. ０１５
　  ９０８　 　 ３０８　　 　 ５５５　　　  ６７８
×０. ３９　×０. ７６　×０. ０９３　×０. １２３
（13）
　　  １８３　  ５２７　　 　 ３９　　  ７４１




　 　 １３０　 　 ２７０　 　 ４８６
　　×４. ８　×６. ５１　×３５. ４
（14）次の掛算をなせ。
　2 × 0.4　  17 × 0.5　  130 × 0.06　  25 × 0.008
　9 × 0.7　  50 × 3.8　  521 × 0.45　  40 × 0.066
　8 × 1.8　  98 × 4.3　  608 × 2.77　  56 × 1.302
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（15）
　　４. ３６　　５４. ８　０. １５　０. ８２７
　　×０. ４　×０. ０８　×０. ６　　×０. ３
　１. ７４４
（16）
　　７. １　　９４. ７　　２. ３９　　　３. ６１
×０. １２　×０. ３４　×０. ７５　×０. ２６８
　　０. ５　 　０. １６　 　０. ２８　    　０. ９２
×０. ２９　 ×０. ４５　 ×０. ８６　 ×０. ９０１
（17）
　１. ４５　　３. ６７　　９. ３２　　８５. ４




　　７. ９１　４３. ８２　　　６. ０３
　×２４. ５　×１. ２８　×１. ０４２
　０. ８３　 ０. ２３　 ０. ５１８　 　　０. ３４
　×９. ６　 ×３. ９　 ×４８. ２　 ×１２. ３７
（18）次の掛算をなせ。
　0.8 × 0.5　　0.81 × 0.12　　0.09 × 1.603
　6.4 × 0.7　　0.46 × 2.43　　8.35 × 0.302
　4.3 × 7.8　　3.52 × 5.72　　79.6 × 2.401
（19）次の掛算をなせ。





に例へば 0.3 を掛くとは其の数の 3/10 即ち其の数
を 10 等分したるものの 3 倍を求むること，0.27 を



















































15 × 0.8=15 × 158
算数科教科書における小数の乗法の歴史的変遷
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　　　   =15 × 8 ÷ 10
（2）次の掛算をせよ。
6 × 0.5　　  30 × 0.4　　  38 × 0.6　　 400 × 0.3
5 × 0.08　　70 × 0.14　   52 × 0.04　   600 × 0.32
8 × 3.36　　20 × 4.3　　 60 × 2.4.5　  500 × 8.7
　　  ５６　　　　６８　　　 ７２９　　　８３０
×０. ２４　  ×０. ３９　  ×０. ５２　  ×０. ４６
　  ４０７　　　２６３　　 　　９２　 　３８４
×０. ７８　  ×３. １４　  ×４. ３５　  ×４. ７
  ４７０　　　 　 １７５





















カズノホン 1・2 年児童用・教師用各学年 2 冊






































　180 × 0.4=180 × 4 ÷ 10
　180 × 2.3=180 × 23 ÷ 10
（2）次の掛算をせよ。
　30 × 0.6　   180 × 0.7　   50 × 0.8　   125 × 0.2
　3 × 0.6　　 18 × 0.7　 　 4 × 0.5　　 65 × 0.8
　30 × 0.06　 230 × 0.04　  50 × 0.06　 76 × 0.05
　　  １２６　　　　６８　　  １４３
　　×０. ７　　  ×３. ５　　×６. ７
　　　  ３５　　　４０７



























組の家のじゃがいも代を計算している。1kg が 1 円
28 銭である。
秋子の計算
1kg　   1 円　28 銭　　　１２８　　１２. ８
5kg　   6 円　40 銭　　　×　５　　×　  ２
0.2kg　　　25.6 銭　　　６４０　　２５. ６














　秋子さんは，100g が 12.8 銭であることから，右
のような計算の仕方を工夫した。
　 　 １２. ８　　　　　 １. ２８
　　×　５２　　　　　×７２８
　　　２５６　　　 　 １０. ２４
　  ６４０. ０　　　 　 ２５. ６０
　  ６６５. ６　　　  ８９６. ００









　　  ×５. ２　　　 　 ×７. ２８
　　　２５６　　　　　１０２４
　    ６４０　　　　　　２５６
　  ６６５. ６　　　    　８９６　

































る。①小数の乗法の単元であるが，128 × 5.2 や
128 × 7.28 という式を立てず，既習事項での解決
を目指している。②既習事項での解決として乗数
を 5 と 0.2 に分けて，128 × 0.2 を 12.8 × 2 として
乗数が整数である乗法に帰着させている。つまり具
体的場面を手がかりに 100g の値段が 12.8 銭である
ことから結果を導いている。③直前の学習内容を活
用して中心課題である 128 × 5.2 を 12.8 × 52 とし
て解決している。④さらに解決方法の活用として，
1000g → 128 銭，100g → 12.8 銭，10g → 1.28 銭の
関係から，128 × 7.28 を 1.28 × 728 として解決し
ている。
　第 2 段階の線形性の理解は以下のようである。①
ここで小数の乗法（128 × 5.2 や 128 × 7.28）の求
め方を扱っている。② 128 × 5.2 は 5.2 × 128 と等
しいことを確認している。これは乗法において交
換法則が成り立つことを確認している。③ 2.08 ×
2=4.16，2.08 × 4=8.32，2.08 × 3=6.24 で あ る こ
とを確認している。このことは a・f（x）=f（a・
x）が成り立つことによる。例えば 2.08kg の 2 倍
はその代金を 2 倍すれば求められる。さらに④
2.08+3.12=5.2，2.08 × 2+3.12=7.28，2.08+3.12 ×
3=11.44 であることを確認している。例えば，2.08kg
と 3.12kg の代金は，それぞれの代金をたしたもの
























































































































































































 （2018 年 5 月 15 日受付）
 （2018 年 7 月 19 日受理）
